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ⅡⅡ  高高齢齢者者がが活活躍躍すするる地地域域社社会会のの実実現現  

第第１１  社社会会参参画画のの促促進進  

 

１ 高齢者の活力発揮による多様な社会参画の促進 

 高齢者が、住み慣れた地域において役割を持ち、自らの意欲や知識・経験に応じ

て活躍できるよう、ボランティア・ＮＰＯ活動や趣味、スポーツなど、多様で主体

的な社会参画を促進します。 

 

＜現状と課題＞ 

○ 本県では、他県に先駆けて生涯現役社会づくりに取り組み、その集大成と

なった第28回全国健康福祉祭やまぐち大会において高まった、高齢者の生き

がい・社会貢献等に対する機運や成果を継承・発展させ、高齢者の主体的な

社会参画を推進してきたところです。 

  今後、さらに少子高齢化が進行する中、地域の活力を維持していくためには、

高齢者がこれまで培ってきた知識や技能等を活かしながら、地域社会に参画

し、活躍できるよう、引き続き支援していくことが重要です。 

＜六次プランの数値目標の達成状況＞ 

（単位：％） 

指 標 平成29年度 目標値(R2年度) 見込値(R2年度) 達 成 率 

シニアが活躍できる社会づくりが 

進んでいると感じる県民の割合 
36.6 40.0 39.7 91.2％ 

▼ 高齢者のスポーツ・文化活動や地域貢献活動等の推進に取り組んだ結果、平成29年度から3.1

ポイント増加し、概ね目標を達成しました。 

（単位：％） 

指 標 平成27年度 目標値(R2年度) 直近値(H29年度) 達 成 率 

60歳から64歳までの男女の就業率 62.0 65.0 65.9 130.0％ 

▼ 類似調査（就業構造基本調査）による参考数値ですが、順調に推移し、目標を達成していま

す。 

＜取組方針＞ 

 高齢化がさらに進行する中、高齢者がその豊かな知識や経験、技能等を活かし、

地域を支える担い手として積極的に社会参画することが期待されています。 

 また、社会参画することが、社会貢献による生きがいづくりや介護予防にもつな

がることから、ボランティアや就労等で高齢者が活躍する生涯現役社会の実現に向

けた取組を推進します。 
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(1) 社会参画意識の醸成 

高齢者の主体的な社会参画を促進するため、県民意識の醸成や社会参画への支

援体制の強化などの取組を推進します。 

○ 10月の「生涯現役社会づくり推進月間」を中心に、県健康福祉祭など高齢者

が多く参加するイベント等を通じた啓発活動や、ホームページ等での積極的な

活動事例の紹介など、生涯現役社会づくりについて多様な普及啓発活動を展開

します。 

○ 高齢者の社会参画を進めるに当たっては、男女が性別にかかわりなくその個

性と能力を十分に発揮することを念頭におき、共に社会参画を進めていくこと

ができるよう、意識啓発を行います。 

 

(2) 関係機関による推進 

高齢者の社会参画への多様なニーズに対応するため、関係機関による取組を推

進します。 

○ 社会参画の促進、生きがい・健康づくり等に向けた、地域の取組を推進する

高齢者の自主的な活動を促進します。 

○ 生涯現役社会づくりに関する総合窓口である県生涯現役推進センター及び市

町社会福祉協議会において相談支援、情報発信に取り組みます。 

○ 産学公の関係機関・団体等と連携・協働し、生涯現役社会づくりに向けた様々

な取組を推進します。 

 

(3) 高齢者の主体的な社会参画の促進 

ア 老人クラブ活動の振興 

○ 地域を基盤とする高齢者の自主的な組織として、高齢者の社会活動の基礎

的な役割を果たしている老人クラブが行う健康づくり・介護予防活動、文化

活動、世代間交流など魅力ある活動を支援します。 

○ 老人クラブが行う子どもの見守り活動や環境美化活動、交通安全運動など、

地域貢献活動を支援します。 

○ 老人クラブが地域のひとり暮らしや寝たきりの高齢者の家庭を訪問し、家

事援助等を行う高齢者相互支援活動を支援します。 

○ 老人クラブへの加入促進に向けた取組や、リーダー養成、若手高齢者の組

織化などの体制強化の取組を支援します。 

 

イ ＮＰＯ活動、ボランティア活動等の促進 

○ やまぐち県民活動支援センターを中心として、山口きらめき財団と連携し

ながら、ＮＰＯ活動、コミュニティ活動等の県民の自主的・主体的な活動を

支援します。 

○ ボランティアに関する情報をインターネットにより提供する「あいかさ
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ねっと（やまぐち社会貢献活動支援ネット）」の活用により、県民の社会貢

献活動への参加を促進します。 

○ 県ボランティアセンターと市町ボランティアセンターの機能強化と相互の

連携を促進するとともに、様々なメディアを活用した情報提供によりボラン

ティア活動に対する県民の意識啓発に努め、ボランティア活動を促進します。 

○ 高齢者の介護予防と地域貢献活動を進めるため、市町の行う地域支援事業

等を活用した「介護支援ボランティア活動」や「就労的活動」の取組を支援

します。 

○ 老人クラブを中心とした高齢者が、地域支援事業の生活支援サービス等の

担い手として活躍できるよう、活動の推進主体となる「活動推進リーダー」

を養成するとともに、関係機関を集めた会議においてその活動と支援ニーズ

のマッチングを行います。  

 

〔数値目標28〕高齢者の社会参画の促進 

指      標 令和元年度 
(2019) 

令和５年度(目標値) 
(2023) 

日常生活支援の担い手となる 

「活動推進リーダー」養成数 
198人 300人 

 

○ 介護職員の業務を細分化し、介護未経験の高齢者でも対応可能な比較的簡

単な業務を担う介護助手として、介護分野における元気な高齢者の参画を促

進します。 

○ ＪＡ女性部、漁協女性部、生活改善実行グループなど、地域を基盤にした

多様な団体の活動を促進するとともに、地域の課題解決に資するグループの

取組を支援します。 

○ 広域的な範囲で集落機能や日常生活を支え合う「やまぐち元気生活圏づく

り」を促進するなど、住民主体の地域づくり活動を進める上で、高齢者等の

持てる力を発揮できる場づくりを支援します。 

 

ウ 仲間づくりへの支援 

○ 県生涯現役推進センター等による情報提供や相談活動などの取組を通じ、

学習・趣味・ボランティアなど共通の目的を持つ仲間づくりを支援し、高齢

者の社会参画を促進します。 

○ 「ふれあい・いきいきサロン」等において、レクリエーション活動などに

よる住民が主体となった高齢者の生きがいづくり、仲間づくりを促進します。 
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エ 地域間交流活動の促進 

○ 県生涯現役推進センターが運営する「生涯現役社会づくりポータルサイト」

やＳＮＳ等の活用により、県健康福祉祭や高齢者等の先進的な活動事例の情

報を発信し、地域で活動する高齢者等の交流活動を促進します。 

○ 高齢者等が情報発信するための研修など、高齢者の活動グループや活動に

関心のある高齢者がＳＮＳ上でつながることを支援することにより、コミュ

ニケーションを深め、活動の幅を広げることや参加のきっかけづくりを行い

ます。 

○ 朝市・直売活動や体験交流活動等、農山漁村の高齢者が生産やくらしの中

で培った知恵や技を活かした地域活動を推進します。 

○ 農山漁村の高齢者が他者と連携・協力して取り組む生産やくらしを支えあ

う地域づくりを支援します。 

 

オ 世代間交流活動の促進 

○ コミュニティ・スクールや「地域協育ネット」の仕組みを生かし、小学校、

中学校、高等学校、特別支援学校、保育施設等において、幼児・児童生徒と

高齢者の交流活動や高齢者の授業への協力等を通じ、子どもが高齢者を身近

に感じる環境づくりを進めるとともに、地域の文化や伝統行事などを次の世

代に伝える活動を支援します。 

○ 地域における子育て環境を充実させるため、地域の高齢者や子育て経験者

等が保育所や放課後児童クラブ等において、子育て支援活動に参加する「子

育てサポーター」への登録を促進するとともに、その受け皿となる子育てサ

ポーター活用施設の充実を図ります。 

○ 知識や経験、技能等を有する高齢者と、それを必要としている人との効果

的なマッチングを図り、高齢者に幅広く多様な活動機会を提供できるよう、

社会福祉協議会やシルバー人材センター等の連携を促進します。 

 

(4) 生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動の推進 

ア ねんりんピック山口の開催 

○ 県内高齢者のスポーツ・文化の祭典である県健康福祉祭「ねんりんピック

山口（愛称）」を拡充して開催し、高齢者の生きがいづくり、仲間づくりを

一層促進します。 

○ 全国健康福祉祭に選手を派遣し、共通の趣味を持つ他県選手や地元ボラン

ティア等との交流を深め、元気な高齢者の力を全国大会で発揮していただく

とともに、地域を越えた仲間づくりを支援します。 
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【図3-Ⅱ-1-1】全国健康福祉祭のシンボルマーク 【図3-Ⅱ-１-2】県健康福祉祭のマスコット  

 

 

※シンボルマークの意味…老いも若きも仲良

く、共に生きていく社会を二人の人物で表

しています。また、２つの円は、その組み

合わせにより、お互いに助け合い、健康と

福祉の輪が広がっていくことを意味して

います。 
 

 

イ 生涯学習・文化活動 

○ 高齢者等の多様な学習活動を支援し、促進するため、市町や大学等の高等

教育機関、関係民間団体とのネットワーク化を進め、情報提供・学習相談・

普及啓発・学習拠点等の機能の充実に努めます。 

○ 生涯学習情報の円滑な提供を行うため、生涯学習情報提供システム「かが

やきネットやまぐち」の各種情報の一層の充実に努めます。 

○ 県民の学習活動・交流の拠点施設である県セミナーパークにおいて、地域

づくりを担う人材育成事業等を積極的に展開します。 

○ 高齢者等の学習活動の一層の充実を図るため、学習情報や多様な学習機会

の提供、各種プログラムの開発、生涯学習を支援するボランティア活動の推

進、学習成果の発表・評価・活用を促進します。 

○ 高齢者等が文化芸術を楽しみ感動できる環境づくりや、文化芸術を担う人

材の育成、特色ある文化芸術活動を活かした地域づくり等を推進します。 

 

ウ スポーツ活動 

○ 高齢者等が生涯にわたってその関心や適性等に応じて身近にスポーツに

親しむことができる社会の実現に向けた県民の自主的な活動の促進を図り

ます。 

○ 高齢者等のライフスタイルやニーズに応じた豊かなスポーツライフの実

現につながるよう、県民総参加型のスポーツイベントの開催など、気軽にス

ポーツに楽しむ機会を提供するとともに、さらなる充実を図ります。 

○ スポーツを通じた人や地域の交流は、健康・体力づくりはもとより、地域

の活性化につながることから、世代を超えた交流を促進する地域スポーツク

ラブを計画的に育成します。 
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○ 高齢者等の自発的なスポーツ活動への参加意欲を高めるため、誰もがス

ポーツを「する、みる、ささえる」活動に気軽に参加できる環境を整備しま

す。 

○ スポーツ指導者、各種大会を支えるスポーツボランティアなど、本県のス

ポーツを支える人材として、豊富な知識や経験を有する高齢者等の積極的な

参加を促進します。 

 

エ 人材の養成 

○ 生涯現役社会づくりの取組の推進役を担う地域リーダーとして養成した

「長寿社会推進員」や、山口大会後も県内各地で活躍しているねんりんピッ

ク地域推進員「おいでませシニア隊」を通じ、地域情報の収集と発信を行う

など、地域での高齢者の様々な活動を支援します。 

○ 高齢者等を対象として、ＮＰＯ活動やボランティア活動、農山漁村におけ

る活動、生涯学習ボランティア活動、地域学校協働活動、家庭教育支援に係

る活動、地域スポーツ活動など様々な分野における人材を育成します。 

 
 

【図3-Ⅱ-1-3】山口県生涯現役社会づくりのシンボルマーク 
 

※「生涯現役社会づくり」の普及啓発のために平

成13(2001)年に作成しました（公募により選

定）。 

※生涯現役いきいき社会の「い」の一文字で、「い

きいき人生」を過ごしている活力ある人が両手

を広げて躍動している姿をデザインしていま

す。中央の赤の丸は自己実現への情熱を、両手

のブルー・グリーンは自然豊かな山口県をそれ

ぞれ表現しています。 
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